
福島県台風第１９号等に関する災害対応検証委員会設置要綱 

 

（目的） 

第１条 令和元年台風第１９号及び令和元年１０月２５日大雨（以下、「台風第１９号等」

という。）に伴う福島県内の災害について検証し、その結果を福島県地域防災計画等に反

映することによって、今後の防災・減災等の対策に資するため、福島県台風第１９号等

に関する災害対応検証委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

 

（所掌事項） 

第２条 委員会は次の各号に掲げる事項を所掌する。 

（１） 台風第１９号等に係る住民避難行動を踏まえた県の対応や県と市町村等関係機関

との連携などの検証に関すること。 

（２）  その他委員長が必要と認めた事項。 

 

（組織） 

第３条 委員会は、別表に掲げる委員で組織する。 

１ 委員の任期は令和３年３月３１日までとする。 

２ 委員長を委員の互選により選出する。 

３ 委員長は、会務を総理し、会議の議長となる。 

４ 委員長は、必要に応じて委員以外の者を出席させることができる。 

５ 委員長に事故あるとき、又は委員長が欠けたときは、あらかじめ委員長の指名する委

員が、その職務を行う。 

 

（報酬等） 

第４条 委員会への出席１回あたり、委員に対し８，８００円（委員長の職にあるものに

あっては９，８００円）を報償として支払うものとする。 

    このほか、福島県旅費規程に基づき、委員会出席に必要な旅費を支払うものとする。 

 

（庶務） 

第５条 委員会の庶務は、福島県危機管理部災害対策課において処理する。 

 

（その他） 

第６条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に必要な事項は別に定める。 

 

 附 則 

 この要綱は、令和２年１月１６日から施行する。 
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